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無線式振動モニタリングシステム Swing Minder の開発 

 

 

目  的 

近年，MEMS技術を利用した無線式振動モニタリングシステムが開発されて

いるが，主に 2.4GHz 帯の電波を使用しており建物内等の遮蔽物の多い場所で

は通信が困難であるため高価な有線式のシステムが採用されることが多い。こ

のため，920MHz 帯の通信を利用し透過性が良くかつ安価で高精度の時刻同期

機能を具備した無線式振動モニタリングシステム“Swing Minder”を開発した。 

 

主な成果 

１．920MHz 帯における高精度な時刻同期手法の開発 

MEMS加速度センサに高精度なプログラマブルMEMS発信器（誤差 0.002%

以下）を導入することにより任意の間隔で正確に時刻を刻むことが可能となっ

た。また，NC（データ収集ユニット）と NICE（センサユニット）の間では，

1 分おきに定期的な無線通信によるタイムスタンプを発信することで正確な時

刻同期を行い，これらを組み合わせることで，振動解析に必要な時刻同期精度

である±5ms以下を達成することができた。 

 

２．試験体および実建物でのシステム検証 

計測精度検証のために，モックアップや実大試験体を用いた加振試験を行い，

各層の加速度時刻歴を計測した。これらの結果では，変位計で計測した値と計

測した加速度の値を積分して求めた変位が概ね一致することを確認した。また，

四国内の実建物 3 棟に Swing Minder を設置し，層間変形角の判定や通信状況

確認を含めた長期的な計測を行い良好な稼働状況を確認している。 

 

３．高性能センサユニット新型 NICE の開発 

専用基板による更なる小型化と電気ノイズ等の低減による通信機能等の高性

能化を目的とした新型 NICE の開発に取り組んだ。この結果，外形寸法は 125

×125×35(mm)と従来の NICE に比べ一回り小型化でき，電気ノイズ等の低減

により時刻同期精度は±3ms 以下となった。また，ゲイン補正機能を追加する

ことで加速度の計測誤差が 0.1％以内と向上し，通信アルゴリズムの改良による

データ転送時間の短縮やトリガー計測機能なども新たに追加した。 
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図１ Swing Minder 外観 

（左図：NC（データ収集ユニット） 右図：新型 NICE（センサユニット）） 

図２ 層間変形角による被害推定イメージ 
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図３ 新型 NICE 同期精度試験結果 


